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研究成果概要 

 
 2020 年は、NINJA実験のデータ解析結果を出す
ことができたが、ここでSK/T2K実験で用いているニ
ュートリノ・原子核散乱シミュレーションプログラ
ム（NEUT）との比較も行っている。 
 鉄とニュートリノの荷電カレント散乱について、
全散乱断面積を測定したが、その結果は他実験とよ
く一致しているほか、NEUTの予言ともよく一致する
ことが示された。（右図上、文献２） 
また、水と反ニュートリノの荷電カレント散乱に

ついて、生成したμや陽子、荷電パイ粒子の運動学
分布や生成数についての解析も行った。その結果、
陽子の生成数はよくあっていたものの、荷電パイ粒
子は予言が多くなっていることがわかった。（下図
左、文献１）反ミュー粒子の放出方向は、これまで
の実験とも同様、前方が少ないことが確認されてい
る。これまで観測がおこなわれたことがない、陽子
の運動量分布及び方向分布については、比較的よく一致していることがわかった。（下図右、文献１） 
 T2K 実験においては、これらNINJA実験の解析とは一部異なったモデルを用いてシミュレーションを
行い、前置検出器のデータ解析を実施したところ、荷電カレント擬弾性散乱の前方散乱がやはり少ない
こと、一方で事象数は多いこと、また２核子散乱
の模型がデータをあまりよく再現できていない
ことなどが再確認され、これらに対する新たな模
型の導入を急ぐ必要がある状況であるというこ
とを再認識した。（文献４） 
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